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2011年春の講演会

「希望のっくり方

および希望学のエッセンス紹介J

本特集は， 2011年 4月 16日に京都大学にて開催された財政学研究会春

の講演会の記録である.

この講演会では，東京大学より玄固有史先生をお招きし， r希望のっくり方

および希望学の工ッセンス紹介」と題して御講演いただいた.新入生歓迎会

を兼ねた講演会であり，これから大学院で研究生活を送る上での心構えやア

ドパイス，希望学を専攻するに至った経緯等，学者としての先生御自身の経

験を紹介され，まさに希望学のエッセンスについて御持論が示された.

当日は，財政学研究会会員や関係者等，多数の方々にご参加いただき，玄

田先生の親しみやすい人柄に触れ，魅力的な語りにより，会場総参加型で¥

和やかであり，さらに活発な意見交換がなされた.

『財政と公共政策』編集委員会
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本特集は. 2011年8月 11日に開催された「東日本大震災からの復興を

考えるJと題するシンポジウムの記録である.周年3月 11日に発生した巨

大地震および津波による東北沿岸部一体の被害，さ51こは原発といった未曽

有の災害，被害に見舞われて，はや半年以上経つ 早急に復旧・復興を遂げ

るべく各界で様々な議論や取り組みが試みられている.特に原発については，

わが国のみならす世界的な問題であり，課題となっている.

このシンポジウムでは，福島大学より清水修二先生をお招きい基調講演

として「原発になお地域の未来を託せるか」と題する，ご講演をいただいた.

これに対し，パネリストとして，池田清先生(神戸松蔭女子学院大学)は.i東

日本大震災と私たちJ.植田和弘先生(京都大学)は. i震災復興と持続可能

な地域発展一環境・エネルギ、一政策を中心に-Jについて，さらに池上惇先

生(市民大学院世話人代表)は. i震災復興学を構築しよう」というテーマか

らそれぞれコメントや情報が寄せられた.

当日は，財政学研究会会員や市民大学院といった関係者，被災地を含む一

般市民等，多数，多方面の方々にご参加いただいた.参加者の関心も高く，

非常に活発な議論が展開された，

『財政と公共政策J編集委員会
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